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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

切
り
替
わ
り
ま
す

児
童
医
療
費
助
成
資
格
と

子
ど
も
医
療
費
受
給
券

　
8
月
1
日
か
ら
児
童
医
療
費
助
成

（
小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
が

対
象
）
と
子
ど
も
医
療
費
受
給
券

（
小
学
3
年
生
ま
で
対
象
）
が
切
り

替
わ
り
ま
す
。

　
住
民
税
が
確
認
で
き
た
人
に
つ
い

て
は
既
に
可
否
決
定
通
知
書
お
よ
び

子
ど
も
医
療
費
受
給
券
を
郵
送
し
ま

し
た
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
・
2
4
5
）。

必
ず
受
給
券
の
返
納
を

　
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
印
西
市

の
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
が
喪
失

し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
受
給
券
を
使
用

す
る
と
返
還
請
求
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
給
券
を
返
納
し
て

く
だ
さ
い
。

胸
返
納
先
…
【
窓
口
】
市
役
所
子
育

て
支
援
課
（
郵
送
可
）、
印
旛
支
所
市

民
福
祉
課
、
本
埜
支
所
市
民
福
祉
課
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

特
定
疾
患
療
養
者
に
見
舞
金
を

　
市
で
は
、
特
定
疾
患
お
よ
び
先
天

性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人
に
、
見
舞
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
（
初
回
の
登
録
申
請
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

■対 
県
が
認
定
し
た
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
票
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
券
、
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障

害
受
給
者
証
の
発
行
を
受
け
て
い
る

療
養
者
（
受
給
要
件
が
あ
り
ま
す
）。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
5
・
2
5
6
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

　「
心
の
い
ず
み
」

■時 
■場 
■申 
■他 
左
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

平
成
　
年
度
心
の
健
康
市
民
講
座

24～
家
族
の
た
め
の
学
習
会
～

　
市
で
は
、
精
神
障
が
い
・
発
達
障

が
い
を
抱
え
る
家
族
に
、
障
が
い
・

疾
病
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
家
族
が
自
信
を

持
っ
て
症
状
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
俄
・
午
後
2
時
～
4
時
。

13

■場 
市
役
所
3
階
大
会
議
室
。

平成２４年（２０１２）８月１日号（10）

パート詠

了
日
以
降
に
開
催
す
る
合
同
面
接
会

に
参
加
で
き
る
こ
と
嘘
受
講
者
選
考

の
た
め
、
応
募
後
折
り
返
し
送
付
さ

れ
る
登
録
申
込
書
の
提
出
が
必
須
で

す
。

■申 
8
月
　
日
峨（
必
着
）ま
で
に
、
は

14

が
き
に
講
習
番
号
・
講
習
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
求
職
番
号
・
電
話
番

号
・
F
A
X
番
号
お
よ
び
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
記
入
し
、
郵
送
も
し
く
は

F
A
X
で
左
記
へ
（
応
募
多
数
時
選

考
）。

■問 
花
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
―
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
・
胃
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
9

7
）。

■内 
演
習
・
S
S
T
（
社
会
技
能
習
得

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
通
し
て
家
族
も

元
気
に
な
ろ
う
。

噛
講
師
…
土
屋
徹
氏（O

ffice

夢
風

舎
舎
長
）。

■費 
無
料
。

■他 
次
回
以
降
は
9
月
　
日
峨
、　
月

25

10

　
峨
、　
月
　
日
画
に
開
催
。

16

11

16

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
（
氏
名
・
住

所
・
連
絡
先
を
明
記
）
で
左
記
へ
。

後
日
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業

平
成
　
年
度
心
の
健
康
市
民
講
座

24

～
印
西
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
編
～

　
心
の
病
を
抱
え
る
人
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
者

と
し
て
、
市
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

21

10

■場 
市
役
所
2
0
4
会
議
室
。

■内 
演
習
…
認
知
行
動
療
法
と
し
て
の

S
S
T
（
社
会
技
能
習
得
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）。

噛
講
師
…
土
屋
徹
氏（O

ffice
夢
風

舎
舎
長
）。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
（
氏
名
・
住

所
・
連
絡
先
を
記
入
）
で
左
記
へ
。

後
日
受
講
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■他 
次
回
以
降
は
9
月
　
日
峨
、　
月

25

10

　
峨
、　
月
　
日
画
に
開
催
。

16

11

16

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

■時 
■場 
…
下
表
の
と
お
り
。

■対 
　
歳
以
上
で
、
現
在
仕
事
に
就
い

55
て
い
な
い
人
。
■費 
無
料
。

■内 
臼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
発
番
の
求
職

者
番
号
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
渦
修

井
戸
水
な
ど
の
水
質
検
査

　
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
食
品
事
業

関
係
者
や
一
般
市
民
か
ら
の
水
質
検

査
の
依
頼
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

検
査
を
受
け
る
に
は
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。

■時 
平
日
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

■場 
印
旛
保
健
所
内
食
品
衛
生
協
会
窓

口
（
佐
倉
市
）。

■内 
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
木
曜

日
）
午
前
9
時
　
分
～
　
時
に
当
日

30

11

採
取
し
た
井
戸
水
な
ど
を
同
協
会
に

提
出
。

■費 
会
員
（
食
品
関
係
営
業
者
）
は
、

6
街
0
0
0
円
。
一
般
は
7
街
0
0

0
円
。

胸
結
果
報
告
…
約
2
週
間
後
に
検
査

機
関
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

■問 
印
旛
保
健
所
内
食
品
衛
生
協
会

（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
7

9
）。

野
外
焼
却
行
為
は

　
　
　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
行
為
（
い
わ

ゆ
る
野
焼
き
）
は
、
廃
棄
物
処
理
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
法

令
に
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た

し
た
焼
却
施
設
で
、
処
理
基
準
に

従
っ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
　
月
1
日
か
ら

14

12

は
、
施
設
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
廃
棄
物
焼
却
炉
の
構
造
基

準
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
焼
却
炉
や
一
般

家
庭
の
簡
易
な
ご
み
焼
却
炉
な
ど
は

使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
炉
を
設
置
す
る
場
合
は
、
規

模
等
に
よ
り
「
廃
棄
物
処
理
法
」
ま

た
は
「
千
葉
県
廃
棄
物
の
処
理
の
適

正
化
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き

め
ら
れ
て
い
る
。

胸
不
法
投
棄
の
通
報
内
容

臼
発
見
日
時
渦
発
見
場
所
嘘
発
見
し

た
状
況
唄
廃
棄
物
の
種
類
・
量
欝
行

為
者
・
車
両
な
ど
の
情
報
（
重
機
や

ダ
ン
プ
の
表
記
、
車
両
ナ
ン
バ
ー
な

ど
）。

※
通
報
者
に
関
す
る
情
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
地

主
の
み
な
さ
ん
は
不
法
投
棄
さ
れ
な

い
よ
う
、
土
地
の
適
正
な
管
理
を
！

　
不
審
な
車
両
の
出
入
り
を
見
か
け

た
ら
、
印
西
市
役
所
、
最
寄
り
の
警

察
ま
た
は
産
廃
・
残
土
県
民
ダ
イ
ヤ

ル
（
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
3
8
0

1
）
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

碓伺 
土
地
や
倉
庫
を
貸
す
と
き
は
…

　
相
手
や
事
業
の
内
容
を
き
ち
ん
と

確
認
し
、
契
約
は
内
容
を
理
解
し
た

上
で
、
必
ず
書
面
で
結
び
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
か
ら
奥
ま
っ
た
土
地

や
人
目
に
つ
き
に
く
い
土
地
、
手
入

れ
が
行
き
届
か
な
い
土
地
な
ど
は
、

巡
回
監
視
、
進
入
防
止
柵
や
不
法
投

棄
禁
止
な
ど
の
警
告
掲
示
板
の
設
置

な
ど
、
土
地
所
有
者
と
し
て
必
要
な

措
置
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
。

許
可
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
旛
地
域
振
興
事
務
所
（
緯
0
4

3
―
4
8
3
―
1
1
3
8
）。

怯
焼
却
禁
止
の
例
外

　
ど
ん
と
焼
き
、
農
業
者
に
よ
る
あ

ぜ
草
・
稲
わ
ら
な
ど
（
廃
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
を
除
く
）
の
焼
却
、
林
業
の
下

打
ち
枝
の
焼
却
、
水
産
業
の
漁
網
に

つ
い
た
ご
み
（
海
藻
、
流
木
な
ど
）

の
焼
却
、
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど
は
、
直
接
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
生
活
環
境
の
保
全
上
支

障
を
与
え
る
場
合
は
、
処
理
基
準
違

反
と
し
て
改
善
命
令
や
行
政
指
導
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
（
緯
内
線
3
8
5
）。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
印
西
市
で
は
、
不
法
投
棄
の
撲
滅

を
目
指
し
て
お
り
、
事
業
活
動
に

伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
が
れ
き
な
ど
の

産
業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
常
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
な

ど
の
一
般
廃
棄
物
（
写
真
参
照
）
で

あ
っ
て
も
、
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と

は
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

不
審
な
現
場
を
見
か
け
た

ら
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

胸
不
法
投
棄
の
疑
い
の

あ
る
不
審
な
現
場
の
例

臼
工
事
現
場
で
も
な
い
の

に
、
重
機
を
使
っ
て
不
自

然
な
穴
を
掘
っ
て
い
る
渦

廃
棄
物
の
処
理
施
設
で
な

い
の
に
、
廃
棄
物
が
集
め

ら
れ
て
い
る
嘘
早
朝
、
深

夜
に
、
見
か
け
な
い
ダ
ン

プ
や
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り

し
て
い
る

唄
人
目
の
つ
き
に
く
い
と

こ
ろ
や
倉
庫
に
、
突
然
た

く
さ
ん
の
ド
ラ
ム
缶
が
集

福
祉

環
境

胸心のいずみ日程表胸
持ち物など内容会場日時

ハンカチ、飲み物、歩き
やすい服装と靴

フリー
　　スペース

総合福祉
センター（竹袋）

８月３日画
午前10時～正午

ハンカチ、飲み物、歩き
やすい服装と靴制作活動保健福祉

センター（高花）
８月１0日画・
午前10時～正午

軽装／上履き（ス
リッパ不可）運動松山下公園

総合体育館（浦部）
８月１7日画
午前10時～正午

エプロン・ふきん材
料費５００円程度調理保健福祉

センター（高花）
８月2４日画
午前10時～午後1時

胸講習会胸
会場定員講習期間講習名講習番号

ニチイ学館松戸校２５人９月１０日～１１月２６日・９：００～１６：００介護員養成4
ニチイ学館船橋校２５人９月３日～１０月２２日・９：３０～１６：３０チャイルドヘルパー養成14
成田国際福祉（専）２０人９月３日～９月１１日・９：３０～１６：３０働きたい方の初めてのパソコン31
佐倉市シルバー人材セ
ンター１０人９月３日、９月１０日、９月２４日・

１３：００～１６：００パソコン業務（中級）ワード・エクセル49～51

松戸市シルバー人材セ
ンター１０人９月７日、９月１４日、９月２１日、

９月２８日・１３：００～１７：００パソコン業務（中級）ワード57、59、61、
63

松戸市シルバー人材センター１０人９月１４日・１０：００～１２：００駅前駐輪場管理75
旧吉田家住宅（柏市）１０人９月２０日・１３：００～１６：００観光地ガイド84

※講習番号４、１４、３１は技能講習会で、それ以外は職場体験です。

わたしたちの大切なふるさとが汚されないようわたしたちの大切なふるさとが汚されないよう、、
不法投棄を防ぎましょ不法投棄を防ぎましょうう


